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〔資料〕
遼朝の立法・刑罰・裁判
佐立治人
はじめに
本稿を公表する事情については．本誌第64巻第 1号に掲載していただいた「宋朝の立
法・刑罰・裁判」の「はじめに」に記してある。末尾に掲げた参考文献は，本稿の執籠
に利用したものだけに限った。
太祖の法律
モンゴル族の一種と推測されている契丹族は，西暦四世紀頃から，現在の内蒙古自治
区を流れる灌河（現在の沙拉木倫河）の流域で，多くの部族に分かれ，遊牧生活を営ん
でいた（島田正郎説）。
契丹部族を統一 した耶律阿保機（やりつ• あほき， 872-926),即ち遼の太祖は，九
0七年，皇帝と称し，九一六年，「神冊」と建元し，国号を契丹と定めた。
太祖は，初めのうちは，罪を犯す者があれば，罪の軽重を量り，適当な刑罰に処して
いた。その後諸弟らの反逆を治めながら，適宜，法律を作ってゆき，親王が反逆に
従った時は，場合によっては高い崖から投げ落として殺し，淫乱で無軌道な者は，五車
で引き裂いて殺し，父母に逆らう者も，淫乱で無軌道な者と同じ扱いとした。また，皇
帝の悪口を言う者は，鉄錐でその口を突いて殺した。
これらの罪の従犯は，罪の軽重を量って杖刑に処した。刑杖は大小二種類あって，大
きい方が重さ五百銭（一銭は約 4g)' 小さい方が重さ三百銭であった。
以上の他にも，さらし首，はりつけ，生き埋め，「射鬼箭」の刑，投石器で投げとば
す刑，体をばらばらにする刑を作った。「射鬼箭」とは，皇帝が親征する時に，進行方
向に立てた柱に死刑囚を縛りつけて矢を乱射し，はりねずみのようにしてしまう刑であ
る。このような重法を定めたのは，民が乱を起こさないよう威嚇するためであった。
神冊六年 (921),太祖は大臣に詔して，契丹族及び征服した遊牧諸民族を治める法律
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を定めさせた。服属した漢人に対しては，唐の「律令」を用いて裁判を行うこととした。
太祖朝の名裁判官康黙記
康黙記（こう• もくき， ? -927?) は，若い頃は削州 （現在の天津市勤県）の軍
の部隊長であった。太祖は，蘭州に侵入した時に彼を獲て，その才能を気に入り，部下
に加えた。契丹人と漢人との両方に関係がある問題は一切，黙記に託して妥協案を考え
させた。黙記の提案は悉く太祖の意にかなった。
当時諸部族が服属したばかりで，法律が備わっていなかった。黙記は唐律の趣旨を
汲み取って，それに沿って罪の軽重を判断したところ，全く食違いが生じなかった。有
罪とされた者は皆，不当ではないと自認したという。この黙記の裁判によって，契丹人
は唐律の価値に気付いたのである。
太宗の法律
第二代太宗（在位 927-947) は，石敬塘が後晋王朝を開くのを援助した。会同元年
(938), 後晋から，幽州（燕京）・雲1'-1等十六1'-1 (現在の山西省北部から河北省及び北京
市にかけての地域）を受け取った。大同元年 (947),後晋を滅ぼし，国号を遼と定めた。
これより先，天顕元年 (926),太祖が渤海国を滅ぽしたが，この太宗の時に，渤海人
を治めるには， もっばら「漢法」（唐の律令を含む）に依ることと定められた。これ以
外には，太祖の法律を改めることはなかった。
鐘院
太祖は，鐘院を置いて，裁判の不当を訴える民に鐘を撃たせ，皇帝に訴えが届くよう
にした。鐘院は，第四代穆宗（在位 951-969)の時に廃止されたが，第五代景宗（在
位 969-982)の保寧三年 (971) に再び置かれた。鐘院の制度は，唐制の登聞鼓に当た
る。
唐律の翻訳
第六代聖宗（在位 982-1031) は，即位した時，まだ十二歳であったので，生母の承
天皇太后 (953-1009)が国政を摂った。その聖宗の統和元年 (983),詔が下され，南
京析津府 （現在の北京市）がたてまつった「律文」（唐律を意味する）を契丹語に翻訳
することになった。これ以後，契丹人に対しても唐律が適用される場合がでてきた。
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従来，契丹人が漢人を殴って死なせた場合と，漢人が契丹人を殴って死なせた場合と
は，罪の軽重が異なり，前者の場合は牛馬で償わせ，後者の場合は斬刑に処し，さらに
犯人の親属を没官して奴婢としていた。承天皇太后は，どちらの場合も「漢法」（唐律
を指す）を適用するよう命じた（『続資治通鑑長編」巻七十二）。また，統和十二年
(994), 契丹人が「十悪」の罪を犯した時は，唐律を適用せよ，という詔が下された。
重熙条制の編纂
第七代興宗（在位 1031-1055) は，耶律庶成（やりつ・しょせい，生没年不詳）と
癖徳（しょう・とく，生没年不詳）とに命じて，「条制」を編纂させた。重熙五年
(1036), 完成し，諸官司に詔して，「朝日」（皇帝が朝廷で政を聴く日）には，この「条
制」を持たせることにした。さらに，諸道に「条制」を頒行した。
この「条制」は，契丹族古来の制度を参考にしながら，太祖以来の法令を纂修したも
ので，全部で五百四十七条から成っていた。「条制」が定める刑は四つあって，それは
死・流．杖刑及び三等級の徒刑であった。この重熙「条制」こそ，遼朝最初の法典であ
る。なお，この「条制」は，重熙二十年 (1051) に修正が加えられた。
《逸話》 耶律庶成の不運
重熙条制を編纂した耶律庶成は，皇族であった。幼い頃から勉強好きで，目を通した
書物の内容は忘れなかった。契丹文字と漢字の両方を使いこなし，詩を作るのが巧みで
あった。従来，契丹人の医者は，脈診や薬の処方について知る者がほとんどいなかった
ので，興宗は庶成に命じて，漢人の医術書を翻訳して広めさせた。以来，契丹の人々は
皆，医術について知るようになった。また庶成は，重熙十三年 (1044),詔を承けて，
遼朝の上世以来の事蹟を編集した。同十五年 (1046) には，詔を承けて「礼書」を編纂
した。
庶成は，このように契丹社会の進歩に大きく貢献してきたが，いよいよ官僚として重
く用いられようかという時になって，妻から無実の罪で訴えられた。その結果，罪を被
せられ，官を奪われ，皇族の員から除かれてしまった。そして，吐蕃に使者として送り
込まれ（これは刑罰である），十．—.年間その地で過ごし，道宗の清寧年間 (1055-1064)
に，ようやく帰国することができた。道宗は，庶成の罪が無実であることを知り，皇族
の身分に戻し，奪われた官に任じたが，庶成はほどなく亡くなってしまった。
庶成は，林牙（詔勅を起草する官）であった時（重熙条制を編纂した時，既にこの職
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に在った。），ある占いの名人から，「あなたの官職は林牙どまりです。妻が原因で罪を
得ます。」と告げられた夢を見た。庶成が有罪判決を受けた時，妻は妊娠していたが，
出産予定日に至って，出産せずに死んだ。体を剖いて中を見てみると，胎児が母親の心
臓を手で握っていた。事情を知る者は，夫を謡告した報いだと言った。『遼史』の本伝
に出てくる話である。
ちなみに，庶成の妻の遺体が剖かれたのは，契丹族の風習では，貴人が亡くなると，
刃で腹を切り開き，胃腸を取り出して洗い，その中に香薬や塩・明蓉を詰めて戻し，
青・黄・赤・白• 黒の五色の絹糸で縫い閉じることになっていた（宋人の文惟簡が著し
た『虜廷事実』に拠る）からである。
共通法としての唐律
慶暦三年 (1043)から五年 (1045) にかけて（遼では重熙十二年から十四年）， 三度，
遼の朝廷に使者として派遣された，宋の余靖（よ・せい， 1000-1064) は，遼の外交官
や宮殿の門卒庭吏から聞き出した話をもとに，「契丹官儀」（「武湊集』巻十八所収）と
いう文章を著し，遼の官制のあらましを誌した。ちなみに，余靖は，慶暦五年の遣使の
後，契丹語に習熟したことを責められて，地方官へ左遷された。
その中に，「契丹人・渤海人・笑人（北魏時代から契丹族の西隣で活動していたモン
ゴル系遊牧民）・漢人の四種族のうち，異なる種族の間で犯罪が行われた時は，漢法
（唐律を含む）で裁き，同じ種族の間で犯罪が行われた時は，その種族の法律で裁く。」
と記されている。この記述は，余靖が遼に派遣された年代から見て，重熙条制の規定内
容を伝えたものと考えられる（島田正郎説）。
すると，重熙条制の各条は，特段の定め，例えば，この条文は契丹人以外にも適用す
るという旨の定めを伴わない限り，契丹人以外には適用されないものであったことにな
る。重熙条制が施行されていた当時，遼の領域内で共通法として用いられていたのは，
唐律を含む「漢法」であった。
統一法典の失敗
第八代道宗（在位 1055-1101) は，咸薙六年 (1070), 「契丹人と漢人とは風習が異
なるけれども，だからと言って，異なる法律をそれぞれに対して施行すべきではない。」
と考えて，統一法典の編纂を命じた。
編纂官は，重熙条制の「窃盗誡の額が二十五貰に達すると死刑に処する」という条文
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を，「五十貫に達すると死刑に処する」と改め，重複する条文を二条削除して，重熙条
制を五百四十五条とし，それに唐律のうち百七十三条を足し，さらに七十一条の新条文
を加えて，合計七百八十九条の新法典を作り上げた。条文は類を分けて並べられていた。
その後も増修が続けられ，大安三年 (1087) に至ってようやく終了した。条文数は千百
条を越えていた。
条文数が多すぎて，裁判官でさえ全条文に通暁することができなくなり，また，民が
法の網にひっかかりやすくなってしまったので，大安五年 (1089), 道宗は新法典を廃
止し，重熙条制を復活させた。遊牧民である契丹人と，農耕民である漢人との両者に等
しく適用される統一法典の編纂は，失敗に終わったのである。
刑罰体系
『遼史』刑法志に，遼の刑罰体系のあらましが記されている。どの時期の刑罰体系な
のか明らかではないが，重熙条制のものと咸薙の新法典のものとがまとめて記されてい
ると考えられる。以下に表の形にして掲げておく 。
死刑 凌遅
斬
絞
（死刑には加えて籍没を科する場合がある。）
流刑 絶域に使者として派遣する
境外に投じる
辺城部族の地に置く
（『遼史』巻ー百四，耶律昭伝等に拠れば，流刑には労役が伴う場合があ
る。）
徒刑 終身プラス決杖五百
五年プラス決杖四百
一年半プラス決杖三百
（徒流刑には加えて鯨刺を科する場合がある。）
杖刑 五十から三百に至る
（杖五十以上は，沙袋（後述）で打つ。）
贖銅 杖ー百に対して銭千枚
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（品官が公務を行う際に誤って法を犯した場合や，七十歳以上，十五歳以
下の民が罪を犯した場合は，贖することをゆるす。）
沙袋
「遼史』刑法志に拠れば，「沙袋」は，穆宗の時に制定された刑具で，
なめし皮を縫い合わせて袋を作り，袋の長さは六寸（約 18.6cm), 幅
は二寸（約 6.2cm), 柄の長さは一尺（約 31cm) ばかりであった。
まず尻骨の上を打ち，次にその四周を打つ，という。
また，宋の慶暦二年 (1042)及び皇祐四年 (1052) に遼に使者として
派遣された王易（おう・い，生没年不詳）が著した「燕北録』（「説祁』
所収）に拠れば，沙袋は，牛皮を縫い閉じて， くつ底のような形にし，
中に砂を盛って作った。柄は柳木で芯を作り，牛皮で包み，長さ約二尺
（約 60cm)であったという。同書に画かれている沙袋の図を掲げる。
? 〕
??
?
??
木剣・大棒・鉄骨染
打撃を加える刑として，杖刑と沙袋との他に，木剣・大棒・鉄骨染が
あった。木剣・大棒は，太宗の時に定められた刑で，十五打から三十打
に至る三段階があった。木剣は，表面が平らで背面が盛り上がっていて，
重罪を犯した大臣に対する寛大な処分として用いられた。木剣の背面で
叩かれた。大棒は，『遼史』の列伝に散見する「大杖」と同じ刑であろ
う。契丹人の官僚に対する刑である。
鉄骨染は，王易『燕北録』が記す「鉄爪（瓜）」である。八つの鉄片
をたまねぎのような形に組み合わせて，柳木で作った長さ約三尺（約
90 cm)の柄をつけ，柄の両端を鉄で包んだ刑具である。打数は七打ま
でであった。道宗の登恣徳皇后 (1040~1075) は，宮廷音楽師と姦通した
鉄爪（瓜）の図
と諌告され，鉄骨采で打たれ，ほとんど死にかけた後，自殺を賜わった（王鼎『焚椒
録』）。「燕北録』に画かれている鉄爪（瓜）の図を掲げる。
拷訊
遼の国制では，囚人は罪を認めない限りは，すぐには死刑に処されなかった（『宋史』
巻二六二，李穀伝）。罪を告発され，罪を認めるべきであるのに認めない者は拷訊され
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た。拷訊の用具には羅杖・細杖．鞭・烙があった。羅杖の打数は二十打，細杖の打数は
三十打から六十打までの三段階であった。烙三十回が鞭三百打に，烙五十回が鞭五百打
に相当した。
北面官と南面官
遼の官制は，北面官と南面官との二つの体系に分かれていた。北面官は，契丹人をは
じめとする遊牧民を治め，南面官は，漢人などの定住民を治めた。北面官は契丹固有色
の強い官制であり，南面官は唐風の官制であった。北面官には契丹人が任じられ，南面
官には漢人が任じられるのが原則であった。
裁判制度
契丹人をはじめとする遊牧民は，太祖の時に編成された十八部と，聖宗の時に編成さ
れた三十四部とを合わせて，五十二の「部」に編成されていた。遊牧民同士の紛争に対
する裁判は，部の官司が行った。死刑案件は夷離畢院に送られた。道宗の時，冤罪の疑
いがある場合だけ，死刑案件を夷離畢院に送ることになった。
漢人などの定住民同士の紛争に対する裁判は，州県官が行った。死刑案件は大理寺に
送られた。
漢法を適用すべき，契丹人と漢人との間の紛争に対する裁判には，漢人が当たってい
た（若城久治郎説）。
科挙制度
遼の科挙が制度として開始されたのは，聖宗の統和六年 (988)である。ただし，そ
れ以前に臨時の科挙が行われたことがあった（松田光次説）。
科挙を受験できるのは漢人・渤海人に限られ，契丹人は受験できなかった。耶律庶成
（〈逸話〉参照）の弟は，我が子に科挙を受験させたかどで，鞭打ち二百の刑を受けた。
遼の末年に至って，契丹人も科挙を受験できるようになった。
遼の科挙は，郷試・府試・省試・殿試の四段階から成っており，詩賦科と経義科とに
分かれていた。 三年に一回，実施された。聖宗の時には，詞賦科と法律科とに分かれて
いたという （葉隆礼撰『契丹国志』巻二十三）。
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